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はじめに
北アルプスに分布する黒部川花崗岩体と滝谷
花崗閃緑岩体は，世界で最も若い地表に露出 
するプルトンである（Harayama, 1992；
Ito et al., 2013）．地下深部で生成されたプル
トンが地表で最も若い年代を示すことから，北
アルプスが世界的にもまれな，第四紀に激しい
隆起・削剥を受けた地域であることが示唆され
る（Ito et al., 2013）．北アルプスのこれらの
第四紀プルトンの隆起・削剥のメカニズムとし
て，プレートの東西圧縮による傾動隆起説が提
示されている（原山ほか，2003；原山，
2015）．特に，黒部川花崗岩体は，傾動隆起
により，東側に80度回転したとされている．
今回，この点について，新たな説を提示した
い．

黒部川花崗岩体北西縁部の性状
傾動隆起の根拠の一つとして，黒部川花崗岩
体西縁のマイロナイトの存在が指摘されている
（原山ほか，2000，2003）．すなわち，マイ
ロナイトの変形構造から，東側の黒部川花崗岩
体が急上昇したと推定されている．これを確認
した地点は，黒部川花崗岩体北西縁部の阿曽原
小屋北方水平歩道（標高960m）（原山ほか，
2000）とされる．同様に，黒部川花崗岩体北
西縁部にあたる，欅平－祖母谷温泉間の道路沿
いにもマイロナイトと判断される変形構造を示
すプルトンが存在すると指摘されている（原山
ほか，2010）．Fig. 1に，この道路沿いで得ら
れたプルトンのジルコンU-Pb年代測定結果と
代表的な薄片写真を示す．ここでは，黒部川花

崗岩と約10 Maを示す花崗岩が接するが，境界
の性状は露頭からは良く分からなかった．原山
ほか（2000）で示される変形組織を有する岩
体は，Fig. 1の9.8±0.3 Maを示す花崗岩の西
側に分布している．この変形構造を有する岩体
中の花崗岩やさらにその西側の花崗岩からは，
それぞれ，9.0±0.1 Ma，9.7±0.3 Maが得られ
ている．9.8±0.3 Maを示す花崗岩とそのごく
近傍の1.0±0.1 Maを示す黒部川花崗岩はとも
に，鏡下では変形構造を示す組織は観察されな
い（Fig. 1）．これらのことから，マイロナイ
トを伴う変形構造が生じた時期は，10 Maより
も古く，約10 Maを示す花崗岩体や第四紀黒部
川花崗岩体は，既に存在した弱線（=高瀬川断
層）沿いに貫入したものと推定される．

再生プルトンとしての黒部川花崗岩体
黒部川花崗岩体は，それと接する爺ヶ岳火山
岩類と火山・深成複合岩体をなしている．原山
ほか（2003）は，黒部川花崗岩体が，爺ヶ岳
火山岩類の噴出により生じた陥没カルデラ下の
マグマ溜りにマグマが再注入することにより生
じた可能性を指摘している．これは，再生プル
トンであり，わが国でも，ともに約15 Maに生
じた熊野カルデラや石鎚カルデラの形成後に生
じたカルデラ内のプルトン（Miura, 1999; 
Takehara et al., 2017）が再生プルトンに相当
すると思われる．再生プルトンが地表浅部で生
じた場合には，顕著なドーム状の隆起を生じ，
例えば，インドネシアのトバカルデラでは，再
生ドームの隆起速度として，700 m/33,000 y 
（= 21 mm/y）が報告されている（de Silva 
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et al., 2015）．黒部川プルトンが生じた深度
は，地下約6 kmと推定される（Ito et al., 
2021）ので，100万年で地表に露出したとして
も隆起・削剥速度は6 mm/yであり，再生プル
トンのみのメカニズムで黒部川花崗岩体を露出
させることは可能と思われる．すなわち，黒部
川花崗岩体の隆起・削剥は，東西圧縮による傾
動隆起ではなく，再生プルトンが要因と考えら
れる．
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Fig. 1
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Fig. 1. Zircon U-Pb ages (shown in Ma with 2σ error) from a pass along the Babadan River 
(from Keyakidaira Station to Babadani Hot Spa) in the northwestern rim of the Kurobegawa 
Granite. Large circles and small squares indicate ages from Ito et al. (2021) and the literature 
(Ito et al., 2013; 2017; Spencer et al., 2019), respectively. Granite names and geological 
descriptions are modified from Harayama et al. (2010). Photomicrographs (taken in cross-
polarized light) of a ~10 Ma granite and the Kurobegawa Granite show no signs of shearing. 
Qz: quartz, Pl: plagioclase, Kfs: potassium feldspar, Bt: biotite.


